
科目名 災害医療概論 災害医療ロジスティクス概論
災害医療の人的資源・関係機関等に関

するロジスティクス
災害医療の物的資源・輸送に関する

ロジスティクス
必修科目/必修選択 必修 必修 必修 必修

実施形態 e-learning e-learning e-learning e-learning
担当教員 高橋昌 中込悠 中込悠 中込悠
科目区分 災害医療科目群 災害医療科目群 災害医療科目群 災害医療科目群
科目番号 B01 B02 B03 B04
総時間数 1時間 1時間 1時間 1時間

履修条件
全コンテンツの視聴が必要（必修科

目）
全コンテンツの視聴が必要（必修科

目）
全コンテンツの視聴が必要（必修科

目）
全コンテンツの視聴が必要（必修科

目）
更新日 2023/10/1 2023/10/1 2023/10/1 2023/10/1

概要

災害医療では医療の需要と供給のバラ
ンスが圧倒的に崩れることになり、通
常時の医療で助けられた命が助けられ
ない状況になってしまう。そのため、
災害医療の原則や方法論に則り、体制
整備や他組織との連携が重要になる。

災害時において災害支援活動を行うた
めに必要な活動環境（情報管理や安全
管理など）を確保するのは困難であ
る。そうした環境を整備していくこと
はロジスティクスの重要な役割であ
り、そのロジスティクス能力が活動の
成果を左右する。

災害時には様々な保健医療活動チーム
が被災地内で活動することとなる。
各々の活動チームが収集した被害状況
や保健医療福祉ニーズなどを集約・分
析をして、保健医療福祉活動の総合調
整に活用することが求められる。

地方自治体や関係機関は災害時に必要
な物資を備蓄している。災害時にはそ
の備蓄物資を輸送するための体制を整
備し、被災地への物資供給が行われる
ように、これらの体制は国や地方自治
体の災害対策計画や指針に基づいて整
備されている。

科目のねらい 災害医療概論について学ぶ
災害医療ロジスティクス（概論）につ
いて学ぶ

災害医療の人的資源・関係機関等に関
するロジスティクス について学ぶ

災害時の物的資源・輸送に関するロジ
スティクス について学ぶことができ
る。

学習の到達目標

災害医療について理解することができ
る。
災害医療の原則について理解すること
ができる。
災害医療体制について理解することが
できる。

災害時のロジスティクスについて理解
することができる。
ロジスティクスの重要性について理解
することができる。

保健医療福祉活動について理解するこ
とができる。

災害時の物資の備蓄や輸送について理
解することができる。

参考文献
評価の方法 e-learning内で小テスト実施 e-learning内で小テスト実施 e-learningの最後に小テストを実施 e-learningの最後に小テストを実施

授業計画詳細情報
1.災害医療概論
2.災害医療の原則

1.ロジスティクスについて（総論）
2.資源管理について
3.活動環境整備につ
4.情報管理についていて

1,災害医療の人的資源について
2.災害医療に係る関係機関等について

1.災害時の物的資源について
2.災害時の輸送について



科目名

必修科目/必修選択
実施形態
担当教員
科目区分
科目番号
総時間数

履修条件

更新日

概要

科目のねらい

学習の到達目標

参考文献
評価の方法

授業計画詳細情報

災害医療の情報管理・通信に関する
ロジスティクス

災害医療の活動環境・後方支援に関す
るロジスティクス

災害医療のマネシジメント、コーディ
ネーションに関するロジスティクス

災害医療における安全管理・マナー等
について

必修 選択必修 選択必修 選択必修
e-learning e-learning e-learning e-learning

中込悠 中込悠 中込悠 中込悠
災害医療科目群 災害医療科目群 災害医療科目群 災害医療科目群

B05 B06 B07 B08
2時間 1時間 1時間 1時間

全コンテンツの視聴が必要（必修科
目）

1コンテンツごとの視聴可 1コンテンツごとの視聴可 1コンテンツごとの視聴可

2023/10/1 2023/10/1 2023/10/1 2023/10/1

災害時には様々な情報が錯綜し、混乱
をきたす。適切な情報管理をすること
により、適切な意思決定等に繋げるこ
とができる。また、災害の状況によっ
ては通信が途絶することもある。災害
時における衛星電話の特徴を理解し、
使用することが重要である。

災害時には平時と異なる環境において
活動が求められる場合がある。通信や
宿泊場所の確保・整備が、災害時の活
動パフォーマンスを向上させることに
繋がり、結果として効果的な災害支援
活動となる。

現在、我が国では災害医療コーディ
ネーターは、医療資源（ヒト、モノ）
の配分や医療要員の配置、患者の受け
入れや店員の調整などを行い、迅速か
つ効率的な医療活動が行われるように
支援をする。

災害時には平時と違い、活動時に安全
性が確立されているとは言えないから
こそ、安全管理に対して強く意識を持
つことが重要である。また活動中に
しっかりと休養・睡眠を取ることが活
動パフォーマンス向上にもつなげるこ
とができる。

災害時の情報管理（記録、共有、発
信、管理）と通信に関するロジスティ
クスを学ぶ

災害時の活動環境・後方支援に関する
ロジスティクスについて学ぶ

災害時のマネジメント、コーディネー
ションに関するロジスティクスについ
て学ぶ

災害医療における安全管理・マナー等
について学ぶ。

災害時の通信手段・方法について理解
することができる。
情報管理（経時的活動記録）について
理解することができる。
広域災害救急医療情報システム
（EMIS）について理解することができ
る。

活動環境整備について理解することが
できる。
後方支援活動について理解することが
できる。

災害医療コーディネーター制度につい
て理解することができる。

安全管理の基本及び安全管理体制を理
解することができる。
移動時の安全管理について理解するこ
とができる。
活動隊員の健康管理について理解する
ことができる。

e-learningの最後に小テストを実施 e-learningの最後に小テストを実施 e-learningの最後に小テストを実施 e-learningの最後に小テストを実施
1.災害時の通信について
2.通信手段の種類と特性
3.情報管理について

1.活動環境整備について
2.生活環境整備について
3.後方支援について

1.災害時のマネジメントについて
2.災害時のコーディネート制度について

1.安全管理体制について
2.移動時の安全管理について
3.活動隊員の健康管理について
4.被災地でのマナーについて



科目名

必修科目/必修選択
実施形態
担当教員
科目区分
科目番号
総時間数

履修条件

更新日

概要

科目のねらい

学習の到達目標

参考文献
評価の方法

授業計画詳細情報

災害医療での受援に関する
ロジスティクス

災害時の医療に関係する主な機関・組
織・職種

災害時の医療体制 災害時の調整

選択必修 選択必修 選択必修 選択必修
e-learning e-learning e-learning e-learning

中込悠 中込悠 高橋昌 高橋昌
災害医療科目群 災害医療科目群 災害医療科目群 災害医療科目群

B09 B10 B11 B12
1時間 1時間 1時間 1時間

1コンテンツごとの視聴可 1コンテンツごとの視聴可 1コンテンツごとの視聴可 1コンテンツごとの視聴可

2023/10/1 2023/10/1 2023/10/1 2023/10/1
自施設が被災した際には早急に被害の
状況を確認し、被害がある場合には
BCPに則り、復旧させる必要がある。
自施設だけで対応できない場合には、
人的支援や物的支援などの外部支援を
受けることになる。災害時には通常の
供給体制とは異なり、様々な外部支援
団体が入るため、注意が必要である。

災害時には多くの組織や団体が活動す
ることとなる。お互いの活動内容や特
徴等を理解しつつ多職種との協働・連
携が重要である。

我が国では災害時の医療体制を確保す
るために災害拠点病院やDMATの体制整
備が行われてきた。また、災害医療情
報システムを構築し医療情報の共有や
連携ができるようになった。

災害時には様々な調整が求められる。
医療資源の効率的な活用や配分、患者
搬送先や搬送手段など多岐に及ぶ。災
害時の調整をスムーズに行うためには
事前の訓練や準備が欠かせず、災害時
の状況や規模に応じて柔軟に行われ
る。

災害医療における受援に関するロジス
ティクスについて学ぶ

災害時の多職種連携について学ぶ 災害時の医療体制について学ぶ 災害時の調整について学ぶ

BCPについて理解することができる。
受援の際の注意点について理解するこ
とができる。

災害時の多職種連携について理解する
ことができる。
災害医療コーディネーター制度につい
て理解することができる。

我が国の災害医療体制について理解す
ることができる。
広域災害医療情報システムについて理
解することができる。
DMATについて理解することができる。

災害時の調整について理解することが
できる。

e-learningの最後に小テストを実施 e-learningの最後に小テストを実施 e-learningの最後に小テストを実施 e-learningの最後に小テストを実施

1.災害時の受援体制について
2.BCPについて

1.災害時の他職種連携について 1.我が国の災害医療体制について 1.災害時の医療調整について



科目名

必修科目/必修選択
実施形態
担当教員
科目区分
科目番号
総時間数

履修条件

更新日

概要

科目のねらい

学習の到達目標

参考文献
評価の方法

授業計画詳細情報

特殊災害時の医療 被ばく医療

選択必修 選択必修
e-learning e-learning

高橋昌 高橋昌
災害医療科目群 災害医療科目群

B13 B14
1時間 1時間

1コンテンツごとの視聴可 1コンテンツごとの視聴可

2023/10/1 2023/10/1

自然災害や事故に限らず化学剤や放射
性物質等の散布や爆薬による爆発など
がある。このような特殊災害は特殊な
知識や対処法、装備や体制がないと安
全かつ適切に対応することができな
い。

被ばく医療は、被ばく状況の評価や、
早期対応、健康管理と治療などが含ま
れる。専門的な知識と技術が必要な分
野であり、放射線安全管理やガイドラ
インに基づいて実施されることも重要
である。

特殊災害（CBRNE）時の医療について
学ぶ

被ばく医療（総論）について学ぶ

特殊災害時の医療体制や対応について
理解することができる。

被ばく医療の基礎知識について理解す
ることができる。
人体への影響を理解することができ
る。
内部被ばくについて理解することがで
きる。

e-learningの最後に小テストを実施 e-learningの最後に小テストを実施
1.特殊災害（CBRNE）について
2.標準的初期対応について
3.今後の課題について

1.被ばく医療の基礎知識について
2.被ばく時の人体への影響について
3.内部被ばくについて


	災害医療

